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――【ワーキング委員会C_会議資料】



テーマ 『各種法令を遵守した地球環境・労働者に優しい事業』

①本補助事業の概要・目的・各委員会の役割について

②アンケート結果の報告

③専門家委員からのヒアリング
（アンケート結果の感想、現状認識、各社の販売方針、テーマ実現に向けた提言など）

④テーマ実現に向けたアクションプランの検討

⑤第２回ワーキング委員会Ｃの開催について

ワーキング委員会C 議題



事業テーマ

「日車協連SDGs宣言」を通じ、持続可能な車社会を支える業
界団体を目指す

①本補助事業の概要・目的・各委員会の役割について



事業目的および概要

自動車車体整備を通じて社会的要請に応え、持続可能な車社
会の実現に寄与することを目的に、次の4つのミッションを掲
げて取り組む。
1.交換から修理の推進による廃棄量の低減
2.廃棄物のリサイクルを推進
3.各種法令を遵守した地球環境・労働者に優しい事業
4.次世代自動車に対応した整備体制の構築

①本補助事業の概要・目的・各委員会の役割について



目指すべき姿

私たちは、現代社会において地域の足、生活の足として不可
欠な自動車を長く、安全・安心に整備するという社会的役割を
担っている。
本連合会がSDGs宣言することで車体整備業界の社会的地
位向上を推進するとともに、関係各所と良好なパートナーシッ
プを築き、料金問題や人材不足など課題解決を図る。

①本補助事業の概要・目的・各委員会の役割について



目指すべき姿

私たちは、現代社会において地域の足、生活の足として不可
欠な自動車を長く、安全・安心に整備するという社会的役割を
担っている。
本連合会がSDGs宣言することで車体整備業界の社会的地
位向上を推進するとともに、関係各所と良好なパートナーシッ
プを築き、料金問題や人材不足など課題解決を図る。

①本補助事業の概要・目的・各委員会の役割について



ワーキング委員会A
テーマ ： 「交換から修理の推進による廃棄量の低減」
内容 ： テーマに基づき、廃棄量の低減につながる有効な修理技法を有識者ととも
に検討し、推進案を作成する
参加委員 ：日本技能研修機構、日本自動車車体補修協会

①本補助事業の概要・目的・各委員会の役割について

ワーキング委員会B
テーマ ： 「廃棄物のリサイクルの推進」
内容 ： テーマに基づき、自動車リサイクル法の適正運用とリサイクルパーツの利用
促進につながる有効な手段を有識者とともに検討し、推進案を作成する
参加委員 ：日本自動車リサイクル部品協議会加盟3グループ



ワーキング委員会C
テーマ ： 「各種法令を遵守した地球環境・労働者に優しい事業」
内容 ： テーマに基づき、水性塗料ならびに特化則非該当製品の普及促進につなが
る有効な手段を有識者とともに検討し、推進案を作成する
参加委員 ：日車協連賛助会員である自動車補修塗料メーカー6社

①本補助事業の概要・目的・各委員会の役割について

ワーキング委員会D
テーマ ： 「次世代自動車に対応した整備体制の構築」
内容 ： テーマに基づき、ASVの整備情報ならびにEV等の整備体制の構築など次
世代自動車の整備体制を有識者とともに検討し、推進案を作成する
参加委員 ：鈑金塗装作業を内製するメーカー系ディーラーおよび関連会社3社



②アンケート結果の報告
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地域別回答数の内訳

調査期間 ： 令和5年10月2日～10月16日
対象 ： 日車協連組合員
有効回答数 ： 520件



②アンケート結果の報告

ベースコートの使用割合において、溶剤系86.5％、水性13.5％だった。認証件数と同じく、全組合員の1/8相当の回答数
と小規模事業場からの回答が少ないことを加味すると、水性割合は10％前後だと推測される。
クリヤーの使用割合においては、圧倒的に溶剤系が多く97.3％で、水性はわずかに2.7％だった。こちらは、そもそも市

場に流通する水性クリヤーの割合が低いことが挙げられる。
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②アンケート結果の報告

プラサフの使用割合においては、クリヤーと同様、多くが溶剤系で89.7％で、水性が2.1％だった。回答項目に挙げてい
なかったが、任意回答でUV硬化型プラサフを使用する回答者もいた。
パテの使用割合においては、スチレン系が57.6％、スチレンフリーが26.7％、UV（光）硬化型が15.8％と、ほかの塗料類

と比べて環境対応製品の使用割合が高かった。メーカー各社の企業努力による性能向上もさることながら、塗装とは違い、
設備機器の導入を伴わないため、普及が進みやすいと推測される。
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• アンケート結果についての所感
• 各社のベースコート、クリヤー、プラサフ、パテの販売シェアおよび販売方

針についての情報提供
（同業他社がいらっしゃる場なので、お話いただける範囲で）

• 水性塗料の普及促進について
（例：日車協連に●●●●の活動を期待したい、法規制を進める必要がある etc）

• 特化則非該当製品の普及促進について
（例：法令遵守の観点から特化則だけでも対応することは有効、従業員の健康被害の軽減 etc）

• 仕入れた材料代を適正に売り上げに転嫁することができれば、水性塗料なら
びに特化則非該当製品の普及が進むと考えるか？

③専門家委員からのヒアリング

テーマ実現に向けた具体的なアクションプランへの落とし込み


